
 

※令和３年度以前入学生用 

学校番号 ２０１ 

令和５年度 理科 

 

教科 理科 科目 物理 単位数 ４単位 年次 ３年次 

使用教科書 改訂版 物理 （数研出版） 

副教材等 セミナー物理基礎＋物理 （第一学習社） 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

物理基礎を既習したことを前提に学習する。学習は「力と運動」、「熱と気体」、「波」、「電気

と磁気」、「原子」の５分野を学習するが、これらは力学・電磁気学・熱力学・波動力学・原子物

理学といった高等教育機関における学問分野の入り口となる。それぞれの分野について物理現象に

関心・探究心をもつこと、諸法則を理解すること、観察・実験の態度を身につけること、さらにそ

れらを通じて知識を体系化した上で種々の問題を解決する応用力を身につけることを求める。 

 

２ 学習の到達目標 

物理現象に対する探究心を高め、目的意識を持って観察、実験などを行い、物理学的に探究する能

力と態度を育てるとともに、物理学の基本的な概念や原理･法則の理解を深め、科学的な自然観を

育成する。さらに物理学の知識を体系として理解し、種々の事象に演繹できる技術を習得させる。 

 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 
a:関心・意欲・態度 b:思考・判断・表現 c:観察・実験の技能 d:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

物理現象に関心や探

究心を持ち、意欲的に

それらを探究しよう

とする。また、それと

ともに、科学的に探究

する態度を身につけ

ている。 

種々の物理現象の中

に潜在する諸法則を

見出す過程を学習し、

その中で事象を科学

的に考察し、導き出し

た考えを的確に表現

する。 

観察、実験を行い、

諸法則について確認

するとともにその過

程や結果を的確に記

録し整理し、物理の

事物、現象を科学的

に探究する能力を身

につけている。 

物理現象、諸法則に

ついて基本的な概念

や原理、法則を体系

として理解し、知識

を身につけていると

ともに諸問題を解決

する演繹力を身につ

けている。 

評
価
方
法 

学習状況の観察 

学習ノートの記述 

探究活動の記録 

学習状況の観察 

学習ノートの記述 

探究活動の記録 

定期考査の結果 

学習状況の観察 

学習ノートの記述 

観察、実験の記録 

定期考査の結果 

学習状況の観察 

学習ノートの記述 

観察、実験の記録 

定期考査の結果 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

  



 

※令和３年度以前入学生用 

４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c d 

１
学
期
前
半 

力
と
運
動 

平面内の運動 

 

剛体 

 

運動量保存則 

 

円運動と万有引力 

  

 

〇 

 〇 

 

 

 

〇 

 

〇 

a:力学分野における物理現象

について、その仕組みや量的

関係に関心を持ち、意欲的に

探究しようとする。 

b:力学分野における諸法則・公

式を理解し、導き出した考え

を表現している。 

c:力学分野における物理現象

と諸法則・公式の関係につい

て、観察・研究を通じて論じ、

それらの過程や結果を的確

に記録、整理している。 

d:力学分野における物理現象

と諸法則の関係を理解し、知

識を体系化し、演繹力を身に

付けている。 

授業態度 

提出課題 

観察・実験 

定期考査 

１
学
期
後
半 

熱
と
気
体 

気体のエネルギーと状態変化    〇 a:熱力学分野における物理現

象について、その仕組みや量

的関係に関心を持ち、意欲的

に探究しようとする。 

b:熱力学分野における諸法

則・公式を理解し、導き出し

た考えを表現している。 

c:熱力学分野における物理現

象と諸法則・公式の関係につ

いて、観察・研究を通じて論

じ、それらの過程や結果を的

確に記録、整理している。 

d:熱力学分野における物理現

象と諸法則の関係を理解し、

知識を体系化し、演繹力を身

に付けている。 

授業態度 

提出課題 

観察・実験 

定期考査 
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２
学
期
前
半 

波 波の伝わり方 

 

音の伝わり方 

 

光 

  

 

 

 

〇 

 

 

〇 

〇 a:波動分野における物理現象

について、その仕組みや量的

関係に関心を持ち、意欲的に

探究しようとする。 

b:波動分野における諸法則・公

式を理解し、導き出した考え

を表現している。 

c:波動分野における物理現象

と諸法則・公式の関係につい

て、観察・研究を通じて論じ、

それらの過程や結果を的確

に記録、整理している。 

d:波動分野における物理現象

と諸法則の関係を理解し、知

識を体系化し、演繹力を身に

付けている。 

授業態度 

提出課題 

観察・実験 

定期考査 

２
学
期
後
半 

電
気
と
磁
気 

電場 

 

電流 

 

電流と磁場 

 

電磁誘導と電磁波 

 〇  

 

〇 

 

 

 

 

〇 

 

〇 

a:電磁気学分野における物理

現象について、その仕組みや

量的関係に関心を持ち、意欲

的に探究しようとする。 

b:電磁気学分野における諸法

則・公式を理解し、導き出し

た考えを表現している。 

c:電磁気学分野における物理

現象と諸法則・公式の関係に

ついて、観察・研究を通じて

論じ、それらの過程や結果を

的確に記録、整理している。 

d:電磁気学分野における物理

現象と諸法則の関係を理解

し、知識を体系化し、演繹力

を身に付けている。 

授業態度 

提出課題 

観察・実験 

定期考査 
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３
学
期 

原
子 

電子と光 

 

原子と原子核 

 

 

〇 

〇   a:原子物理学分野における物

理現象について、その仕組み

や量的関係に関心を持ち、意

欲的に探究しようとする。 

b:原子物理学分野における諸

法則・公式を理解し、導き出

した考えを表現している。 

c:原子物理学分野における物

理現象と諸法則・公式の関係

について、観察・研究を通じ

て論じ、それらの過程や結果

を的確に記録、整理してい

る。 

d:原子物理学分野における物

理現象と諸法則の関係を理

解し、知識を体系化し、演繹

力を身に付けている。 

授業態度 

提出課題 

観察・実験 

定期考査 

 

※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度   b:思考・判断・表現 

c:観察・実験の技能   d:知識・理解 

 

 ※ 年間指導計画（例）作成上の留意点 

  ・原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単

元）の各項目において特に重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について

○を付けている。 

 

 


